
プロジェクトの概要
劣化の進⾏する⾃然・⽣物多様性を2030年までに回復基調に
逆転させる「ネイチャーポジティブ」は、社会の持続的発展に不可
⽋な国際共通⽬標である。本プロジェクトでは、⽣物多様性ホット
スポットである我が国の豊かな⾃然を活かし、⾃然を回復させるこ
とで成⻑発展する新しい⾃然共⽣型社会システムの構築を⽬標
とする。⾃然はあらゆる産業・社会発展を⽀える資本であり、⾃然
を適切に管理し、豊かにすることで社会はさらに発展できる。その
実現の鍵は、巨⼤な複雑系である⾃然を適切に社会・経済活動
に組み込む「IoN (Internet of Nature) 」の開発・整備と社会
システムの再構築にある。予測困難な⾃然を予測可能に変え、
⾃然と⼈間社会を調和的に接続するため、(1)誰もが⽣物多様
性情報を獲得・利活⽤できるインフラ構築、(2)⽣態系サービスの
増強とリスク低減を実現する技術開発、(3)マルチステークホルダー
による⾃然⾃治管理⽀援システム開発の三つの科学技術⽬標に
取り組む。これにより、地域住⺠の連携による、科学に基づく責任
ある⾃然の⾃治管理を実現し、⾃然資本の持続的な最⼤利活
⽤を達成する⾃律分散型の⾃然共⽣社会への変⾰を⽀える。
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